



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭和62年 白山校舎 私立大学学長シンポジウム 日本女子大学学長









昭和62年 白山校舎 国際交流懇話会 モンタナ大学副学長












































開催日 開催地 演　　　題 講　　師
昭和62年 朝霞校舎 O現代をどう生きるか 東洋大学教授
























昭和62年 白山校舎 O我が国福祉社会の将来と問題点 日本女子大学教授
10月24日（土） 240番教室 一番ケ瀬　康子
講師紹介
ウ名
臼霧”
庄
1933年
1956年
1981－
1983年
現在
中華人民共和国蘇州生
上海復旦大学歴史学科卒業
米国ニューヨーク州立大学歴史学科にて客員学者として研究に従事
復旦大学副学長，歴史学教授
中国軍事史史学会副会長
上海市社綾理事
上海国際関係学会，中国アメリカ史学会，
中国世界現代史学会，中国イギリス史学会等の会員
専攻　歴史（英米史，欧米文化史）
著書
「西目撲争」
「世界近代史独学教材」
「文化人類学の理論構造」他
講師紹介
コウ　　　　ジユカイ
黄　　樹椀
1930年
1952年
1952年
1953年
1955年
1978年
1984年
1985年
生
武漢大学機械学科卒業
同助手
華中工学院助手
同講師
同教授
同博士指導教師
同院長
湖北省科学技術協会副主席
国務院学位委員会第二回学科評議構成メンバー
中国科学技術協会委員
専攻　機械
著書
「クランクプレス」
「機械式クランクプレス」他
37
請師紹介
プ
武
霧わ
王
1929年
1950年
1981年
中華人民共和国生
上海市大同大学商学院経済学科卒業
長期に渡り政府貿易部門及び対外貿易会社に勤務
上海対外貿易学院外貿経済学科副主任
同学院副院長を経て院長に就任
上海市国際貿易学会副会長
上海市保険学会理事
上海国際問題研究センター幹事
専攻　経済学
著　書
「対外貿易基礎知識」（共著）
「輸出入業務」（共著）
「輸出入実務」（共著）
「貿易案例彙編」（共著）他
講師紹介
ジルペ　ル　ロ－ストリア
Gilbert　Laustriat
1929年
1956年
1960年
1962年
1970年
1987年
フランス，オート・ザルプ県生
ストラスブール大学理学学士
同物理学博士
同薬学部生物理学正教授
ルイ・パスッール大学副学長，薬学部部長
同学長
国立科学研究センターの「生物体系の光物理研究」研究スタッフ
学位　物理学博士
著書・論文
多数
38
　講師紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　エティエンヌ’トロクメ
　　　　　　　　　　　　　　　　Etienne　Trocm6
1924年　フランス，パリ生
1951年　ストラスプール大学教員
1965年　同教授
1973～
1978年　ストラスブール人文科学大学学長
1983年　ストラスブール人文科学大学学長
専攻　キリスト教の起源：ユ6・17世紀ヨーロッパ史
学位　神学博士
　著　書
「“祈りの書”と歴史」
「マルコ伝の成立」
「ナザレのイエス」
「典礼としての受難」他
　講師紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　ジェラ　ル　パンデ　ル
　　　　　　　　　　　　　　　　G6rard　Binder
1946年　生
1975年　核研究ヨーロッパセンター（ジュネーブ）にて客員物理学者
1983年　オートアルザス大学教授
1987年　同学長
　　　　フランス電子工学，静電学，オートメーション工学教員会議国家書記
　　　　大学間国家委員会委員
専攻　オートメーション工学，製造工程制御，造形
学位　物理学国家博士
　論　文
「静止状態における反陽子一陽子消滅の際の重質申間子発生の証拠」
「境界時間限度の電磁型因子陽子の第一測定」他
39
　講師紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　　ドナルド’ハ－ピ－
　　　　　　　　　　　　　　　　　Donald　Habbe
1931年　アメリカ，ミルウォーキー生
1952年　デニソン大学卒業
1954年　ウィスコンシン大学修士
1957年　同博士
1967～
1969年　モンタナ大学人文学部副学部長
1970～
1977年　同学部長
1977年　同副学長
専攻　政治学
学位　博士
　爾師紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　ジJリアマン　ウジュ
　　　　　　　　　　　　　　　　Djoeriaman　Oedjoe
1933年　生
　　　　豪州ニュー・サウス・ウェールズ大学卒業
1965～
1976年　　スラバヤ工科大学化学工学部長
1980～
1983年　　スラバヤ工科大学化学工学部長
1971～
1975年　　スラバヤ工学院長
1986年　　スラバヤ工科大学長
専攻　化学工学
学位　博士
　著　書
Industrial　and　Engineeriny　Chemistry等に掲載
40
講
演
会
を
終
え
て
講
演
部
会
長
　
吉
　
田
　
辰
　
雄
　
昭
和
⊥
ハ
十
二
年
に
東
洋
大
学
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
を
行
う
に
あ
た
り
、
大
学
で
は
記
念
行
事
実
行
委
員
会
の
も
と
に
、
式
典
部
会
、
講
演
部
会
、
創
作
・
展
示
部
会
、
学
生
行
事
部
会
の
四
つ
の
部
会
を
組
織
し
た
。
　
私
ど
も
の
担
当
（
主
管
）
の
講
演
部
会
は
、
講
演
と
い
う
性
格
上
、
単
な
る
大
学
一
〇
〇
周
年
の
お
祭
り
に
終
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
際
、
改
め
て
大
学
の
使
命
と
は
何
で
あ
る
の
か
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
現
代
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
東
洋
大
学
の
存
在
を
鮮
明
に
描
き
出
す
こ
と
と
、
講
演
と
い
う
形
を
通
し
て
大
学
の
使
命
を
果
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
　
そ
れ
と
い
う
の
も
、
本
来
、
大
学
は
学
術
・
研
究
の
最
高
機
関
と
し
て
、
そ
の
高
い
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
と
、
広
く
人
材
を
養
成
し
て
社
会
に
送
り
出
し
、
ま
た
、
学
術
・
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
。
最
近
の
臨
時
教
育
審
議
会
の
数
次
に
わ
た
る
答
申
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
個
性
重
視
の
原
則
、
学
習
社
会
へ
の
移
行
、
変
化
へ
の
対
応
、
が
指
摘
さ
れ
、
と
り
わ
け
学
習
社
会
と
の
関
連
で
開
か
れ
た
大
学
や
教
育
・
研
究
の
国
際
化
が
社
会
的
要
請
と
し
て
、
大
学
に
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
　
私
ど
も
は
、
こ
う
し
た
現
代
社
会
に
お
け
る
大
学
の
お
か
れ
た
状
況
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
、
今
回
の
講
演
を
企
画
し
た
次
第
で
あ
る
。
ま
ず
企
画
の
段
階
で
、
各
学
部
・
短
大
、
大
学
院
、
研
究
所
等
か
ら
意
見
・
要
望
を
伺
っ
た
上
で
、
大
学
と
し
て
の
講
演
企
画
と
し
て
、
特
別
記
念
講
演
、
キ
ャ
ン
パ
ス
別
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
市
民
大
学
特
別
講
座
、
国
際
交
流
懇
話
会
等
、
合
計
十
三
回
に
及
ぶ
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
運
び
に
な
っ
た
。
　
今
回
の
私
ど
も
東
洋
大
学
の
企
画
に
対
し
て
、
特
に
大
学
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
と
あ
っ
て
、
講
師
の
先
生
方
に
は
、
公
私
と
も
に
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
ご
快
諾
を
い
た
だ
き
、
お
蔭
様
で
教
育
界
、
文
学
界
、
経
済
界
、
産
業
界
、
政
界
と
い
っ
た
各
界
に
お
け
る
著
名
な
第
一
級
の
諸
先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
東
洋
大
学
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
幸
せ
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
た
び
、
私
ど
も
講
演
部
会
の
代
表
幹
事
を
務
め
た
教
務
部
日
野
武
彦
次
長
を
は
じ
め
教
務
部
学
事
課
（
小
林
正
人
、
安
岡
み
ち
子
、
宮
本
英
行
の
諸
氏
）
の
手
に
よ
っ
て
講
演
の
全
内
容
が
、
「
東
洋
大
学
創
立
≡
O
周
年
記
念
講
演
集
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
発
行
の
運
び
と
な
っ
た
。
　
改
め
て
、
こ
の
講
演
集
を
み
る
に
つ
け
、
そ
の
当
時
の
講
演
会
の
会
場
の
雰
囲
気
や
、
講
師
の
先
生
方
の
熱
弁
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
講
演
集
は
当
時
の
各
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
者
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
心
の
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
。
　
ま
た
そ
れ
に
も
増
し
て
、
講
演
集
は
東
洋
大
学
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
現
在
の
私
ど
も
が
共
有
し
誇
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
後
世
に
文
化
遺
産
と
し
て
伝
達
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
今
後
と
も
す
ぐ
れ
た
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
を
大
学
と
し
て
継
承
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
　
最
後
に
な
っ
た
が
、
多
忙
だ
っ
た
創
立
一
〇
〇
周
年
の
時
を
講
演
部
会
の
た
め
に
一
緒
に
苦
労
し
て
い
い
汗
を
か
い
て
く
れ
た
教
職
員
の
方
々
に
講
演
部
会
を
代
表
し
て
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
　
　
　
　
平
成
元
年
二
月
二
十
八
日
追　記
　　なお，本講演集には既出の論集から転載されたものがあることを，お断りし
　ておく。
「日韓国際シンポジウム」
　東洋大学アジア・アフリカ文化研究所「研究年報」1987年
年3月発行）より
第22号（1988
市民大学購座合同請演「21世紀のアジアそして日本の産業」
　洪宝華「中国の企業管理体制の改革」
　青山浩一郎「アジア新興工業国と日本の競争と分業」
　東洋大学経営学部経営論集第31号（東洋大学創立100周年記念号）（1988年
3月25日発行）より
　　洪宝華氏の講演には，挨拶と講演後の質疑応答を加えた。
東洋大学創立100周年記念講演集
　　　　　　1989年3月20日発行
発行所
〒112
編　　集
印　　刷
東　洋　大　学
東京都文京区白山5－28－20
電話03（945）7242
東洋大学創立100周年記念行事
実行委員会講演部会
会長　吉　田　辰　雄
株式会社　東京プレス
東京都板橋区桜川　2－27－12
電話03（932）9291
・
蓮
塁
肇
物
呈
⇔
叡
楊
三
釜
繁
碇
嚢
二
羅
、
㍊
質
警
＼
＼
實
夢
癖
石
ー
2
！
嘉
置
物
置
　
・
髪
亘
纂
璽
　　階r衣
イ場
　　鉄4
間　場
　／
一’間 洋
